
福
岡
。
ヘ
ボ
ノ
木
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
久
留
米
市
東
合
川
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
二
次
調
査
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
一
月
ｉ
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
久
留
米
市
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
櫻
井
康
治

。
水
原
道
範

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

・
寺
院
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
ぞ

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

ヘ
ボ
ノ
木
遺
跡
は
、
九
州
縦
貫
道
久
留
米
イ
ン
タ
ー
の
南
西
約

一
血
、
水
縄

山
地
の
西
端
に
位
置
す
る
高
良
山
か
ら
北
方
の
筑
後
川
方
面

へ
派
生
す
る
低
位

台
地
上
、
標
高

一
三
ｍ
付
近
に

展
開
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
と
の

あ
た
り
は
旧
筑
後
国
御
井
郡
に

属
し
、
筑
後
国
府
跡
も
同
じ
台

地
の
西
部
に
所
在
し
て
い
る
。

調
査
は
、
久
留
米
市
東
部
地

区
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
事
前

調
査
と
し
て
、
久
留
米
市
教
育

委
員
会
が

一
九
七
八
年
度
に
開

始
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
区
画
整
理
事
業
の
終
了
後
も
開
発
に
伴
う

事
前
の
調
査
と
し
て
継
続
さ
れ
、

一
九
九
三
年
度
ま
で
に
五
四
地
点
、
約
二
万

♂
を
調
査
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
遺
跡
の
主
要
な
範
囲
は
東
西
約
三
〇
〇
ｍ
、
南
北
約
六
〇
〇

ｍ
と
推
定
さ
れ
、
八
世
紀
後
半
を
九
世
紀
初
頭
頃
を
中
心
と
す
る
遺
構
群
が
検

出
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
北
東
部
に
は

「
コ
」
の
字
型
配
置
を
と
る
掘
立
柱
建

物
群
を
中
心
と
す
る
遺
構
群
、
中
央
部
に
は
大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
と
回
廊
状

遺
構
を
中
心
と
し
た
遺
構
群
が
あ
り
、
出
土
遺
物
な
ど
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、

官
行
も
し
く
は
寺
院
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
遺
跡
の
西
と
南
で
は
大
規
模
な

道
路
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
遺
跡
の
南
西
部
を
分
岐
点
と
し
て
、
前
者
は
大
宰

府
と
筑
後
国
府
を
結
ぶ
駅
路
、
後
者
は
東
方
の
山
本

。
竹
野

・
生
葉
郡
方
面

ヘ

延
び
る
伝
馬
道
と
想
定
さ
れ
る
。

遺
物
は
、
現
在
ま
で
に
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
七
五
〇
箱
分
が
出
土
し
て
い
る
。

内
容
的
に
は
土
師
器

・
須
恵
器

。
瓦
類
が
大
半
を
占
め
る
が
、
特
殊
な
遺
物
と

し
て
、
円
面
硯

・
杯
蓋
転
用
硯
、
石
帯

（巡
方
）
、
三
鈷
杵
置
台

・
香
炉

・
火
舎

な
ど
雑
部
密
教
系
の
法
具
と
見
ら
れ
る
土
師
器
が
あ
る
。

墨
書

・
刻
書
土
器
は
、
判
読
不
能
の
も
の
を
含
め
て
現
在
ま
で
に
六
三
点
が

出
土
し
て
い
る
が
、

「寺
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
最
も
多
く
、
塁
書

・
刻
書
合

わ
せ
て
三
八
点
が
出
上
し
て
い
る
。
他
に

「曹
司
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
、

「三
井
」
冨
一原
」
「大
城
」
な
ど
近
隣
の
郡
名

・
地
名
が
記
さ
れ
た
刻
書
土
器
、

「
田
根
床
呂
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
な
ど
も
各

一
点
出
上
し
て
い
る
。

(久留米)



木
簡
は
調
査
区
の
北
端
部
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
小
規
模
な
土
坑
か
ら
出
土

し
た
。

８
　
木
簡

の
釈
文

・
内
容

蜘い一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『卜）
〉〈（∞Φ）
〉〈（⇔）
　
〇∞ド

文
字
は
樹
種
不
明
の
板
目
材
に
、
右
上
が
り
の
字
体
で
三
行
に
わ
た

っ
て
記

さ
れ
て
お
り
、
右
側
と
中
央
の
二
行
に
比
べ
て
、
左
側
の
行
に
記
さ
れ
た
文
字

は

一
回
り
小
さ
い
。
欠
損

。
腐
朽
に
よ
り
判
読
不
能
な
部
分
が
多
く
、
全
体
の

意
味
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
の
木
簡
は
共
伴
遺
物
か
ら

一
〇
世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
南
西
約
五
Ｏ
Ｏ

ｍ
に
あ
る
筑
後
国
府
の
第
三
期
政
庁
の
時
期
に
あ
た
る
が
、

ヘ
ボ
ノ
木
遺
跡
の
官
行
、
も
し
く
は
寺
院
と
想
定
さ
れ
て
い
る
遺
構
群
は
既
に

九
世
紀
初
頭
の
段
階
で
廃
絶
し
て
お
り
、
今
回
出
上
し
た
木
簡
の
時
期
に
は
前

述
の
道
路
状
遺
構
が
存
在
す
る
ほ
か
、
土
坑

・
土
疲
墓
ヽ
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ

て
い
る
の
み
で
、
そ
の
当
時
の
状
況
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
木
簡
は
久
留
米
市
内
で
は
初
の
出
土
例
で
あ
り
、
旧
筑
後

国
の
範
囲
内
に
お
い
て
も
、
小
郡
市
井
上
薬
師
堂
遺
跡
に
お
い
て
私
出
挙
に
関

す
る
記
録
と
み
ら
れ
る
木
簡
や
習
書
木
簡
な
ど
六
点
が
出
土
し
た
例
が
あ
る
の

み
で

３
木
簡
研
究
』
七
）
、
本
例
は
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

久
留
米
市
教
育
委
員
会

『
ヘ
ボ
ノ
木
遺
跡
平
成
五
年
度
発
掘
調
査
概
要
』

（
一
九
九
四
年
）

（水
原
道
範
）

(1)

□

□三
九  己
□ 四 回

□ 五 □

1993年出上の木簡
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